
 

 

 

 

 

 

 

 

◎自らの足で新たな一歩を！！卒業生と７・８年のみなさんへ 
３月８日（金）、天気予報では雨模様だと伝えられていましたが、当日はからりと晴れた青空のもと、中

学部第７回卒業式が挙行されました。 

９年生が入学した３年前は、ちょうどコロナ渦の真っただ中。様々な活動が制限される中、９年生のみ

なさんは同級生や先輩方、後輩たちといっしょに、全員が今の自分たちにできることを考え、厳しい環境

での中学校生活を力強く乗り越えてきました。そして、本校の教育目標である、「志の実現を目指して挑戦

する」人物となるべく、この三年間で着実にその力を身につけてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

９年生のみなさんは、義務教育といったみんなで乗っていた電車を飛び降り、４月からそれぞれの道を 

自分の足で歩むわけですが、そんな９年生に卒業式の中で私から贈った言葉を紹介します。４月から最上 

級生、先輩になる７・８年生のみなさんにとっても、とても大切な言葉になると思います。 

 

◎「あなたは生き方として何を一番大事にしていますか？」 

 

みなさんは、それぞれが自分の志を達成するために必要なことを記した「こころざ

シート」を作っていますが、そのモデルとなったドジャーズの大谷選手がテレビのイ

ンタビューでこう答えています。 

インタビュアーはこう聞きました。 

「あなたは生き方として何を一番大事にしていますか」 

みなさんならどう答えますか？ 

大谷選手はどう答えたでしょうか？「世界一の野球選手になること」でしょうか？

「人一倍野球の練習をがんばること」でしょうか？ 

大谷選手はこう答えています。 

 

 

 

 

 

 

一見、自分の「志」を達成するためには、他人のことなど顧みず、周囲に迷惑をかけ、時には他人を犠

牲にしてでも、ただただ自分の利益だけを追求していくのが早道だと思われがちです。しかし、それは大

きな間違いだと大谷選手は言っています。 

実際に、大谷選手が高校一年生のときに作成した「マンダラシート」の中心には「８球団からドラフト

１位で指名される」といった当時の志が書かれていますが、その周囲には、志を達成するために必要不可

欠な要素として、「信頼される人間」、「感謝される人間」になることが、しっかりと記されています。 

人のためを思って行動したことは、巡り巡って自分の力となって返ってきます。 

もしもこの先、道の途中で壁にぶつかり、どうしていいかわからないと思い悩む時があったら、「自分は

今、人から信頼される行動がとれているか」、「人から感謝されるような行いができているか」を振り返っ

てみてください。そこに大切な答えが隠されているかもしれません。 
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「自分の知らない人たちに対して信頼に足る人間かどうか、それが一番大事じゃないかと思ってい

る。野球ができるとかは関係なく、僕は野球を通じてそこも高めていく。そこが一番。当然、野球をもっ

とうまくなりたいというのはありますが、その前に一人の人間として、社会に対して信頼に足る人間で

ありたい。」 

 



◎各種スポーツ大会で頑張っています！ 
本校８年生が、全国・各県で行われているスポーツの大会で活躍しています。８年２組 脇元 凛音さ

んは、３月 10 日に愛知県武道館で行われた「ブラジリアン柔術アジア大会（ASIA JIU JITSU CUP 

2024）」の「Orange Teen Feather部門」において準優勝の成績を収めました。脇元さんは「ASJJF 

ASIAN OPEN JIU JITSU CHAMPIONSHIP２０２２」においても「Gray Junior Teen Light部門」

で優勝しており、続いての快挙となりました。 

同じく８年２組 柴田 陽さんは、3 月 10 日に熊本県で行われた「九州小・

中学生アイスホッケー選手権大会」に「飯塚シャークスジュニア」の一員とし

て参加し、中学の部で見事優勝の成績を収めました。また、柴田さんは、3 月

22日から北海道釧路市で開催される「全日本少年アイスホッケー大会（中学の

部）」の九州選抜チームの選手として選ばれ大会に参加します。二人の今後の活

躍に期待しています！ 
 

◎「イイヅカ☆ブラスフェスティバル 2024」に参加しました！ 
３月１７日（日）、コスモスコモン大ホールにて「イイヅカ☆ブラスフェスティバル 2024」が開催され 

ました。このフェスティバルは 2013年の初開催から続く、プロの演奏者 

を招いて地域の中学・高校・一般団体等が参加する演奏会です。著名なサ 

クソフォン奏者、須川展也氏のご指導を受け、中学生、高校生、一般の団 

体の方々が一丸となって一つの舞台を作り上げました！ 

幸袋中音楽部は、市内の中学２年生で作った「中２バンド」、市内の中学 

生・飯塚高校・嘉穂高校等で結成した「Aバンド」に参加し、「勇気の旗 

を掲げて」「ヘイ・ジュード」などの曲を披露しました。次年度の音楽部 

の活動に向けて意欲が高まる会となりました。 
 

◎最後の宿題・・・「なんのために勉強するのかな？」 
今日で３学期も終わり。明日からは春休みを迎えます。夏休みを迎える前に、全校集会でみなさんに出し 

た夏休みの宿題を覚えていますか？元サッカー日本代表キャプテン長谷部誠さんの「○○は努力を無駄にす 

る」の「○○」を考えてみましょう、といったものでした。春休みを迎えるにあたり、私からみなさんに、 

今年度最後の宿題を出します。 

みなさんは「男はつらいよ」といった日本映画をしっていますか？日本各地を放浪して暮らす「車寅次郎 

（くるまとらじろう）を主人公とした映画ですが、第４０作「寅次郎サラダ記念日」の中で、甥っ子の光男 

が大学受験に悩む中、寅次郎に尋ねるシーンがあります。 

 

光男「おじさん、なんのために大学へ行くのかなあ？」 

寅次郎「そりゃあ、勉強するためです」 

光男「じゃあ、なんのために勉強するのかな？」 

 

さてこの難解に寅次郎はどんな答えを出したでしょうか？ 

みなさんは生涯学び続ける「自律的学習者」となるために幸袋校で 

学んでいるわけですが、「なんのために学ぶのか」。このことを目の前に据えて進まなければ、その歩みは不 

確かなものになってしまいます。寅次郎はどんな答えを出したか、この春休みに考えてみてください。 

さて、今日で令和５年度の一年間の学習は終わりますが、私はみなさんと出会えてとても楽しかったし貴 

重な時間を過ごすことができました。本当にありがとう。ぜひ４月からも各々の「志」の実現に向けた歩み 

を進めていってください！！ 

 

 

月 日 曜 行  事 月 日 曜 行  事 

４ ８ 月 令和６年度一学期始業式 ５ 18 土 中学部体育会 

４ 10 水 令和６年度中学部入学式 【保護者の皆様へ】 

一年間の本校学校教育へのご理解・ご協力ありがとうございま

した。次年度もよろしくお願いいたします。 

※行事予定については、学校ホームページにも掲載しておりま

す。（予定が変更される場合もあります） 

４ 19 金 

授業参観、学級懇談会、部活動保護

者会 

 

の主な行事予定 

「寅次郎サラダ記念日」より 

柴田さん（左）と脇元さん（右） 

コスモスコモン会場にて 


